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月
定
例
会
議
は
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
、　

日
間
の
会
議
日
程
で

１２

１１

１９

１２

２２

３４

開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
な
ど
、　

件
の
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま

３４

し
た
。
そ
の
う
ち
、
一
般
職
の
職
員
及
び
市
長
等
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
並
び
に

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
係
る
条
例
改
正
の
議
案
３
件
と
補
正
予
算
３
件
が

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同
日
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
、
相
模
原
市
議
会
議
員
定
数
及
び
各
選
挙
区
選
出
議
員
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
議
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
同
日
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の　

月
定
例
会
議
で
は
、　

月　

日
に
本
会
議
２
日
目
が
開
か
れ
、
市
長
か

１２

１１

２１

①
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
法
の
改
正
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
新
た
に
規
定
さ
れ
た
行
政
指
導

を
す
る
際
の
許
認
可
等
の
権
限
の
根
拠

の
明
示
、
行
政
指
導
等
の
中
止
等
の
求

め
及
び
処
分
等
の
求
め
の
手
続
の
規
定

の
追
加
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
。

施
行
期
日
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
。

２７

②
公
契
約
条
例
の
一
部
改
正

　

労
働
報
酬
下
限
額
を
定
め
る
対
象
と

し
て
い
る
契
約
等
の
範
囲
及
び
労
働
報

酬
下
限
額
を
定
め
る
際
に
勘
案
す
る
額

に
係
る
規
定
の
改
正
、
労
働
者
の
継
続

雇
用
に
係
る
規
定
の
追
加
、
労
働
者
派

遣
契
約
の
取
扱
い
を
明
文
化
す
る
た
め

の
規
定
の
改
正
そ
の
他
所
要
の
改
正
を

す
る
。
施
行
期
日
は
、
平
成　

年
４
月

２７

１
日
。

③
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

小
児
医
療
費
助
成
事
業
の
う
ち
、
通

院
に
係
る
医
療
費
の
助
成
の
対
象
者
を

　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

１２
　

日
ま
で
に
あ
る
者
に
拡
大
す
る
規
定

３１

の
改
正
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
。

施
行
期
日
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
。

２７

④
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

⑤
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

⑥
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指

定
の
申
請
者
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

⑦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的

支
援
事
業
の
実
施
に
必
要
と
な
る
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
定
め
を
す
る
。
施
行
期
日
は
、
平
成

　

年
４
月
１
日
。

２７

⑧
産
業
集
積
促
進
条
例
の
一
部
改
正

　

よ
り
戦
略
的
な
企
業
誘
致
の
実
施
に

よ
り
本
市
へ
の
立
地
を
促
進
し
、
市
内

経
済
を 
牽  
引 
す
る
産
業
集
積
を
強
化
す

け
ん 
い
ん

る
た
め
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
定
義

の
規
定
の
追
加
、
立
地
の
定
義
の
規
定

の
改
正
、
奨
励
措
置
の
内
容
及
び
要
件

の
規
定
の
改
正
、
暴
力
団
排
除
の
規
定

の
追
加
、
本
条
例
の
効
力
を
延
長
す
る

た
め
の
規
定
の
改
正
そ
の
他
所
要
の
改

正
を
す
る
。
施
行
期
日
は
、
平
成　

年
２７

４
月
１
日
。

⑨
平
成　

年
度
各
会
計
補
正
予
算

２６

　

一
般
会
計
（
第
２
号
〜
第
４
号
）

　
　

補
正
額　
　
　

億
７
６
０
０
万
円

１０

　

特
別
会
計
（
４
会
計
）

　
　

補
正
額　
　
　
　

５
７
３
０
万
円

　

公
営
企
業
会
計
（
第
１
号
）

　
　

補
正
額　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

【
関
連
記
事
】

②
…
２
面
「
公
契
約
条
例
の
見
直
し
」

③
…
２
面
「
小
児
医
療
費
助
成
事
業
」

④
⑤
⑥
⑦
…
３
面
「
介
護
保
険
事
業
計

画
」

⑧
…
２
面
「
産
業
集
積
促
進
条
例
」

①
⑤
⑥
⑦
⑧
…
３
面「
委
員
会
の
審
査
」

主
な
議
案
議
案
の
概
要
概
要 

主
な
議
案
の
概
要 

121212月定例会議 月定例会議 月定例会議 
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議議
員員
定定
数数

人人
をを

人人
にに
減減
員員

４４９９

４４６６

さがみはら元旦マラソン大会

ら
第　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
補
正
予
算
が
提
出

４７

さ
れ
、
同
日
、
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
３
日
目
に
は
、　

月　

日
に
開
か
れ
た
総
務
委
員
会
の
審
査
報
告
が
行

１１

１９

わ
れ
、
６
件
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代
表
質
問

が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
終
了
後
、
残
っ
た
各
議
案
及
び
陳
情
が
、
所
管
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
４
日
目
か
ら
６
日
目
ま
で
は
、
市
政
全
般
に
関
し
て
、　

人
の
議
員
か

２３

ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
７
日
目
は
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
議
案
等
に
つ
い
て
各
委
員

長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
陳
情
に
つ

い
て
は
、
９
件
が
不
採
択
、
３
件
が
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
日
誌 

　

月　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１１

１３
　

月
定
例
会
議

１２

　

月　

日　

本
会
議
第
１
日（　

人
）

１１

１９

４８

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

日　

本
会
議
第
２
日（　

人
）

２１

４８

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

日　

本
会
議
第
３
日（　

人
）

２８

４８

　

月
３
日　

総
務
委
員
会

１２
　
　

４
日　

環
境
経
済
委
員
会

　
　

５
日　

民
生
委
員
会

　
　

８
日　

建
設
委
員
会

　
　

９
日　

文
教
委
員
会

　
　
　

日　

本
会
議
第
４
日（　

人
）

１７

４８

　
　
　

日　

本
会
議
第
５
日（　

人
）

１８

４８

　
　
　

日　

本
会
議
第
６
日（　

人
）

１９

４８

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

日　

本
会
議
第
７
日（　

人
）

２２

４７

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

１
月
７
日　

議
会
運
営
委
員
会

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
開
会
会
議

２７

１
月　

日　

本
会
議
（　

人
）

１３

４８

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

※
（　

）
は
本
会
議
の
出
席
人
数

各
区
一
人
ず
つ
減
員

各
区
一
人
ず
つ
減
員

　

平
成　

年　

月
定
例
会
議
初
日

２６

１２

（　

月　

日
）の
本
会
議
に
お
い
て
、

１２

１９

「
市
議
会
議
員
定
数
及
び
各
選
挙
区

選
出
議
員
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
議
員
提
出
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
議
会
議
員
の
定

数
は
現
行
の　

人
か
ら
３
人
減
ら
し

４９

て
、　

人
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

４６

た
、
各
選
挙
区
か
ら
選
出
す
る
議
員

数
は
、
現
行
か
ら
各
区
１
人
ず
つ
減

ら
し
、
緑
区　

人
、
中
央
区　

人
、

１１

１７

南
区　

人
と
な
り
ま
し
た
。

１８

　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２７

年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
行
わ
れ

る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

18人→17人 

緑区 緑区 

中央区 

19人→18人 

12人→11人 12人→11人 

南区 

議
員
定
数

議
員
定
数
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問 問 問 

質 質 質 

表 表 表 
代 代 代 

　

問　

今
回
の
改
正
で
は
、
小
児
医
療

費
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
年
齢
を

小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
小
学
校
６
年

生
ま
で
拡
大
す
る
が
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
新
た
な
財
源
が
必
要
と
な
る

助
成
対
象
拡
大
を
行
う
理
由
は
。

　

答　

本
事
業
は
、
小
児
の
健
康
の
保

持
・
増
進
と
と
も
に
、
子
育
て
に
伴
う

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
７
年　

月
に
開
始
し
、順
次
、

１０

対
象
年
齢
を
拡
大
し
て
き
た
。
本
市
財

政
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
子
育
て
環
境
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
中
期
実
施
計

画
に
位
置
付
け
た
本
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、 

計
画
ど
お
り
平
成　

年
度
か
ら
対
象
年

２７

齢
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

問　

対
象
年
齢
の
拡
大
に
伴
う
対
象

人
数
と
小
児
医
療
費
助
成
額
に
つ
い
て
、 

現
在
の
状
況
と
平
成　

年
度
の
見
込
み

２７

は
。
ま
た
、
医
療
証
の
交
付
事
務
な
ど

事
務
量
の
増
加
に
対
す
る
職
員
体
制
や

事
務
執
行
体
制
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答　

本
年
度
、
受
給
者
数
は
約
５
万

人
、
予
算
額
は
約　

億
円
を
計
上
し
て

１８

い
る
。
来
年
度
は
、
対
象
年
齢
の
拡
大

に
よ
り
、
受
給
者
は
約
１
万
４
０
０
０

人
、
助
成
額
は
約
４
億
円
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
増
加
す
る
事
務
量
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
職
員
を
１
名
増

員
す
る
と
と
も
に
、
事
務
処
理
方
法
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
効
率
化
を
進
め
、

的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

本
市
の
所
得
制
限
の
内
容
と
、

所
得
制
限
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
児
童

の
人
数
と
割
合
は
。

　

答　

現
在
、
０
歳
児
に
は
所
得
制
限

が
な
く
、１
歳
以
上
の
対
象
者
に
対
し
、

児
童
手
当
法
に
準
拠
し
た
所
得
制
限
を

設
け
て
お
り
、
そ
の
額
は
、
総
所
得
金

額
で
６
２
２
万
円
を
基
本
と
し
、
こ
れ

に
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き　

万
円
を
加

３８

算
し
た
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
所
得

制
限
の
規
定
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
子

ど
も
は
、
約
６
０
０
０
人
で
、
全
体
の

約
９
％
で
あ
る
。

　

問　

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対
象
年

齢
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

答　

本
市
の
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
本
事
業
の
対
象
年
齢
を
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
安
定
的
か
つ
恒
久
的
に
本

事
業
を
推
進
す
る
上
で
は
、
引
き
続
き

財
政
状
況
を
十
分
に
見
極
め
る
と
と
も

に
、
新
た
な
財
源
確
保
の
方
策
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
所
得
制
限
の
撤
廃
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
保
護
者
に
は
負
担
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

問　

職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
や
特
徴
は
。

　

答　

職
員
定
数
は
、
多
様
化
・
高
度

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
等
に
対
応
し
つ
つ
、
持
続
可
能

な
都
市
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員

定
数
管
理
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
適
正

な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
来
年
度
は
、

選
択
と
集
中
と
い
う
視
点
の
下
、
橋
本

駅
及
び
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
周
辺
整
備
の
推

進
、
県
費
負
担
教
職
員
に
係
る
権
限
移

譲
や
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

へ
の
対
応
な
ど
、
重
要
施
策
の
う
ち
迅

速
な
対
応
を
要
す
る
も
の
に
重
点
を
置

き
、
配
分
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

問　

生
活
保
護
受
給
世
帯
増
加
に
対

す
る
職
員
定
数
の
増
加
・
配
置
の
状
況

は
。
ま
た
、
年
度
途
中
に
必
要
な
職
員

体
制
を
確
保
す
る
考
え
は
。

　

答　

本
市
は
、
社
会
福
祉
法
に
定
め

る
標
準
数
の
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人

当
た
り　

世
帯
を
基
本
に
配
置
し
て
き

８０

て
お
り
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の

２６

担
当
世
帯
数
は　

世
帯
で
、
必
要
な
職

７９

員
数
は
確
保
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

受
給
世
帯
数
が
、
年
度
途
中
に
当
初
の

見
込
み
を
上
回
っ
て
増
加
し
た
場
合
も
、 

予
備
的
な
人
員
枠
を
活
用
し
、
人
員
の

追
加
配
置
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

職
員
の
削
減
に
よ
る
、
職
員
の

負
担
増
加
に
対
す
る
軽
減
策
は
。

　

答　

職
員
定
数
は
、
施
策
の
推
進
と

い
う
視
点
に
加
え
、
業
務
量
の
増
減
や

時
間
外
勤
務
の
状
況
な
ど
も
精
査
し
た

中
で
、必
要
な
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、

定
数
除
外
規
定
を
活
用
し
た
育
児
休
業

職
員
の
代
替
職
員
の
配
置
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、

業
務
の
民
間
委
託
や
非
常
勤
職
員
の
活

用
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
は
、

時
間
外
勤
務
や
休
暇
の
管
理
を
行
う
庶

務
事
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
事
務

処
理
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

交
わ
し
た
場
合
に
、
新
た
に
奨
励
金
を

交
付
す
る
な
ど
、
よ
り
戦
略
的
な
制
度

と
な
る
よ
う
改
正
を
行
う
。
改
正
後
の

認
定
件
数
は
約　

件
を
見
込
ん
で
お
り
、

６０

認
定
企
業
に
対
す
る
奨
励
金
交
付
見
込

み
額
は
約　

億
円
で
あ
る
。

７０

　

問　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
具
体
的

な
業
種
と
、
そ
の
成
長
に
よ
り
期
待
さ

れ
る
効
果
は
。

　

答　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
つ
い
て

は
、
新
・
市
総
合
計
画
で
先
端
分
野
と

位
置
付
け
て
い
る
航
空
宇
宙
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
を
は
じ
め
、
国

の
成
長
戦
略
に
う
た
わ
れ
て
い
る
ロ
ボ

ッ
ト
、
医
療
・
介
護
・
健
康
な
ど
の
関

連
産
業
が
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
産

業
の
成
長
に
よ
り
、
企
業
に
よ
る
積
極

的
な
設
備
投
資
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、

産
業
集
積
基
盤
の
更
な
る
強
化
、
雇
用

の
促
進
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
に
よ
る

持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
実
現
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

今
回
の
改
正
で
、
雇
用
奨
励
金

を
拡
充
し
た
目
的
は
。

　

答　

雇
用
奨
励
金
を
増
額
し
、
単
年

度
の
交
付
か
ら
最
長
３
年
間
の
交
付
と

す
る
こ
と
で
、
更
な
る
正
規
雇
用
の
創

出
と
職
場
へ
の
定
着
を
促
す
。
ま
た
、

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
更
な
る
活
躍

を
促
進
す
る
た
め
、
製
造
業
に
お
け
る

女
性
の
雇
用
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
設
け
た
。

　

問　

中
小
企
業
支
援
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

　

答　

立
地
企
業
が
奨
励
措
置
を
受
け

る
た
め
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
最
低
投

資
額
は
、
大
企
業
が　

億
円
、
中
小
企

１０

業
が
１
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
と

す
る
費
用
等
は
土
地
と
家
屋
だ
が
、
中

小
企
業
に
つ
い
て
は
償
却
資
産
の
取
得

費
用
も
対
象
に
加
え
、
中
小
企
業
の
立

　

問　

今
回
の
産
業
集
積
促
進
条
例
改

正
の
趣
旨
は
。

　

答　

圏
央
道
の
開
通
や
今
後
展
開
さ

れ
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ
ら
に

地
盤
の
強
さ
な
ど
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か
し
、
よ
り
戦
略

的
に
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、 

産
業
集
積
基
盤
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、 

将
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
都
市
経
営

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

問　

産
業
集
積
促
進
条
例
の
改
正
の

特
徴
的
な
内
容
は
。
ま
た
、
条
例
改
正

後
の
奨
励
金
交
付
の
認
定
件
数
と
交
付

額
の
見
込
み
は
。

　

答　

本
市
経
済
を
け
ん
引
し
、
強
固

な
産
業
集
積
基
盤
の
形
成
を
更
に
推
し

進
め
る
産
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と

し
て
位
置
付
け
、
土
地
の
取
得
及
び
建

物
の
建
設
に
対
す
る
奨
励
金
を
交
付
し
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
軽
減
す

る
。
ま
た
、
市
内
企
業
等
へ
の
波
及
効

果
を
高
め
る
た
め
、
工
場
の
立
地
と
と

も
に
、
市
外
に
あ
る
本
社
を
市
内
に
移

転
し
た
場
合
や
、
工
場
等
の
建
設
工
事

請
負
契
約
を
市
内
建
設
業
者
等
と
取
り

　

７
会
派
の
代
表
に
よ
り
行
わ
れ
た
、
代
表
質
問
・
個
人
質
疑

の
あ
ら
ま
し
を
掲
載
し
ま
す
。

代
表
質
問
を
行
っ
た
議
員

　

稲
垣　

稔
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

西
家
克
己
（
公
明
党
）

　

桜
井
は
る
な
（
民
主
・
新
無
所
属
）

　

森　

繁
之
（
颯
爽
）

　

松
永
千
賀
子
（
日
本
共
産
党
）

　

江
成
直
士
（
市
民
連
合
）

個
人
質
疑
を
行
っ
た
議
員

　

栗
原　

大
（
相
友
会
）

産
業
集
積
促
進
条
例
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改
正
の
ね
ら
い
と
効
果
は

　

問　

本
条
例
が
対
象
と
す
る
契
約
予

定
価
格
の
範
囲
の
見
直
し
で
、
労
働
報

酬
下
限
額
を
定
め
る
契
約
の
対
象
を
拡

大
し
た
経
過
は
。

　

答　

条
例
が
対
象
と
す
る
契
約
の
範

囲
拡
大
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
す
る
契

約
以
外
で
、
労
働
報
酬
下
限
額
よ
り
低

い
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
状
況
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
対
象
と
す
る

金
額
の
総
額
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の

約
５
割
、
対
象
業
務
委
託
契
約
の
約
９

割
が
、
公
契
約
条
例
の
対
象
と
な
る
た

め
、
労
働
者
の
労
働
意
欲
の
更
な
る
向

上
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
が
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

今
回
の
改
正
で
、
市
や
受
注
者

の
事
務
量
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

　

答　

公
契
約
条
例
が
対
象
と
す
る
契

約
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
対
象

労
働
者
の
数
が
増
加
し
、
条
例
の
周
知

や
労
働
状
況
台
帳
の
作
成
な
ど
、
受
注

者
等
の
事
務
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
の
で
、
条
例
の
周
知
方
法

職
員
定
数
条
例
の
改
正

適
正
な
職
員
配
置
は

の
工
夫
や
、
台
帳
へ
の
記
載
事
項
の
簡

略
化
な
ど
、
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

労
働
者
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て

受
注
者
が
配
慮
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ

た
が
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
考
え
は
。

　

答　

労
働
者
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て

は
、
労
働
者
の
希
望
を
前
提
に
、
条
例

の
目
的
で
あ
る
労
働
者
の
保
護
と
い
う

観
点
か
ら
、
新
た
に
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
今
後
、
受
注
者
に
対
し
て
配

布
し
て
い
る
市
公
契
約
条
例
の
手
引
き

等
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

労
働
報
酬
下
限
額
が
遵
守
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
確
認
方
法
は
。

　

答　

労
働
報
酬
等
審
議
会
か
ら
、
現

在
の
労
働
状
況
台
帳
に
は
実
際
に
支
払

わ
れ
た
金
額
の
記
載
が
な
く
、
労
働
報

酬
下
限
額
の
遵
守
が
確
認
で
き
な
い
と

の
意
見
を
も
ら
っ
た
の
で
、
今
回
の
改

正
で
、
台
帳
に
支
払
金
額
を
記
載
す
る

よ
う
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

公
契
約
条
例
の
見
直
し
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過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業小児医療費助成事業

対象年齢拡大の影響は

契
約
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
等
か
ら
要
望
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
労
働
報
酬
等
審
議
会
の
審
議

を
経
て
、
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

問　

対
象
と
な
る
契
約
件
数
の
増
加

見
込
み
と
条
例
改
正
に
よ
る
効
果
は
。

　

答　

平
成　

年
度
の
契
約
実
績
で
は
、 

２５

工
事
請
負
契
約　

件
、
対
象
業
務
委
託

２６

契
約　

件
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
契
約

２１

地
に
配
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
小

企
業
等
施
設
整
備
特
別
融
資
制
度
を
設

け
て
お
り
、
融
資
の
実
施
の
ほ
か
、
利

子
補
給
や
信
用
保
証
料
の
一
部
補
助
な

ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
中
小
企
業
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自動車部品を製造する企業
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▽
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

▽
労
働
法
制
の
全
面
改
悪
反
対
に
つ
い

て▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
着
工
に
伴

う
環
境
保
全
監
視
体
制
の
早
期
設
立
に

つ
い
て

▽
（
仮
称
）
ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク
（
お
し

ゃ
べ
り
）
に
よ
る
市
民
の
交
流
を
推
進

す
る
条
例
の
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽
家
賃
改
定
ル
ー
ル
の
改
悪
に
反
対
し
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
制
度

　

問　

国
に
お
け
る
様
々
な
制
度
改
正

の
検
討
状
況
も
踏
ま
え
た
、
第
６
期
の

介
護
保
険
料
の
見
込
み
は
。

　

答　

第
６
期
の
介
護
保
険
料
の
算
定

に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
者
の
増
加

に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
中
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
支
援
事
業
の
見
込
み
量
、
保
険
給
付

費
等
の
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る
介
護
報

酬
改
定
や
公
費
に
よ
る
低
所
得
者
へ
の

保
険
料
軽
減
の
強
化
等
に
つ
い
て
、
未

確
定
な
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体

的
な
介
護
保
険
料
の
見
込
み
額
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
算
定
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

　

問　

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
保
つ
に
は
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

と
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

市
と
し
て
の
工
夫
や
対
処
の
考
え
は
。

　

答　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
介

護
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
介

護
人
材
の
確
保
や
定
着
、
育
成
に
つ
い

て
は
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
、
介
護
報
酬
の
見
直
し

等
を
国
に
要
望
し
て
き
た
。
市
と
し
て

は
、
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
へ
の
支
援
を

位
置
付
け
、
介
護
事
業
者
等
が
行
う
研

修
や
資
格
取
得
の
支
援
等
に
、
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
県
に

設
置
さ
れ
る
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
、
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
法
と
本
条
例
と
の
関
係
が

問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
条
例
改
正
の
趣

旨
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
回
、
条

例
に
処
分
等
の
求
め
を
追
加
し
た
理
由

が
問
わ
れ
た
。
処
分
等
の
求
め
、
行
政

指
導
等
の
中
止
等
の
求
め
に
つ
い
て
申

し
出
が
あ
っ
た
と
き
の
市
側
の
受
け
入

れ
体
制
が
尋
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
是

正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
行
政
処
分

を
、
法
や
条
例
に
基
づ
く
も
の
に
限
っ

た
理
由
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
行
政

指
導
等
の
中
止
等
を
求
め
る
申
出
書
の

作
成
等
に
代
理
人
を
立
て
る
こ
と
の
可

否
と
、
申
出
書
を
匿
名
で
提
出
す
る
こ

と
の
可
否
が
尋
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

指
導
や
中
止
を
求
め
る
申
し
出
に
対
す

る
調
査
や
審
査
を
、
中
立
性
、
客
観
性

の
向
上
の
た
め
、
第
三
者
機
関
等
が
行

う
こ
と
に
対
す
る
見
解
が
問
わ
れ
る
と

と
も
に
、
申
出
者
に
対
す
る
審
査
結
果

の
通
知
の
有
無
が
尋
ね
ら
れ
た
。ま
た
、

本
条
例
を
所
管
す
る
総
務
法
制
課
が
市

全
体
の
申
し
出
の
受
付
・
処
理
状
況
を

把
握
す
る
方
策
が
問
わ
れ
た
。さ
ら
に
、

改
正
内
容
を
市
民
及
び
職
員
に
周
知
す

る
方
法
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
改
正

内
容
に
つ
い
て
の
市
民
広
報
は
、
具
体

例
を
示
し
、
分
か
り
や
す
く
平
易
な
表

現
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

　

上
程
さ
れ
た
議
案
及
び
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
細

部
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
条
例
等
に
関
す
る
審
査
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
文
教
委
員
会
は
、
条
例
等
の
審
査

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総

務

委

員

会

　

問　

新
制
度
移
行
後
の
認
定
こ
ど
も

園
の
安
定
的
な
運
営
に
向
け
た
支
援
は
。

　

答　

子
ど
も
た
ち
に
平
等
で
質
の
高

い
教
育
・
保
育
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

新
制
度
へ
移
行
し
た
施
設
の
安
定
的
な

運
営
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
保

育
士
や
幼
稚
園
教
諭
の
安
定
的
な
確
保
、

保
育
環
境
の
更
な
る
向
上
、
増
加
す
る

事
務
へ
の
対
応
な
ど
の
観
点
か
ら
、
現

在
、
保
育
所
に
行
っ
て
い
る
本
市
独
自

の
支
援
策
を
基
本
と
し
て
、
認
定
こ
ど

も
園
に
対
し
て
も
効
果
的
な
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

新
年
度
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
本
市
と
隣

接
す
る
自
治
体
と
連
携
す
る
考
え
は
。

　

答　

特
に
待
機
児
童
が
多
い
地
区
の

認
可
保
育
所
や
小
規
模
保
育
事
業
の
施

設
整
備
に
加
え
、
認
定
保
育
室
の
新
規

認
定
や
保
育
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
の
助
成
の
増
額
、
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
の
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
平
成　

年
度
の
利
用
申

２７

し
込
み
で
は
、
第
６
希
望
ま
で
申
し
込

み
で
き
る
よ
う
変
更
す
る
と
と
も
に
、

希
望
の
保
育
所
等
へ
入
所
が
難
し
い
人

に
は
、
利
用
可
能
な
施
設
や
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

待
機
児
童
の
多
い
地
区
に
隣
接
す
る
町

田
市
や
大
和
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

機
会
を
捉
え
、
協
議
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
新
制
度 

移
行
後
の
取
組
は

介
護
保
険
事
業
計
画 

保
険
料
や
人
材
確
保
は

民

生

委

員

会

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
（
橋
本
駅
北
口

第
１
自
転
車
駐
車
場
他
５
施
設
）
…
①

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
（
相
模
原
駅
北

口
自
転
車
駐
車
場
他
５
施
設
）
…
②

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
（
相
模
大
野
駅

北
口
自
転
車
駐
車
場
他
７
施
設
）
…
③

（
①
か
ら
③
ま
で
は
一
括
審
査
）

　

選
考
に
当
た
り
、
緑
区
と
中
央
区
の

市
営
駐
車
場
運
営
共
同
企
業
体
の
構
成

員
が
同
一
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
個

人
情
報
保
護
及
び
情
報
公
開
の
体
制
に

関
す
る
評
価
項
目
に
得
点
差
が
生
じ
た

原
因
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
法
令
等
の

遵
守
に
関
す
る
評
価
項
目
が
満
点
と
な

ら
な
い
理
由
、
経
費
削
減
の
評
価
項
目

を
０
点
と
し
た
企
業
体
を
選
考
し
た
理

由
が
問
わ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
の
評

価
方
法
の
改
善
が
要
望
さ
れ
た
。ま
た
、

市
職
員
が
２
名
選
考
委
員
と
な
っ
た
理

由
、
職
員
以
外
の
選
考
委
員
の
市
営
駐

車
場
の
現
状
に
対
す
る
理
解
度
、
選
考

委
員
へ
の
資
料
の
事
前
送
付
の
状
況
が

尋
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
施
設
の
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
把
握
状
況
及
び
そ
の
結
果

と
、
指
定
管
理
者
と
の
契
約
期
間
を
５

年
に
延
長
し
た
理
由
が
尋
ね
ら
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

建

設

委

員

会

引
き
続
き
減
額
貸
付
け
を
行
う
こ
と
に

関
し
て
、
平
成　

年
３
月
に
減
額
５
年

３２

間
の
期
間
が
終
了
し
た
後
の
、
減
額
貸

付
け
の
継
続
の
考
え
方
が
尋
ね
ら
れ
た
。

ま
た
、
当
該
施
設
に
対
す
る
市
の
出
資

金
額
と
出
資
率
が
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も

に
、
議
会
に
対
し
て
、
施
設
の
経
営
状

況
を
よ
り
積
極
的
に
報
告
す
る
べ
き
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
施
設
へ

の
企
業
の
入
居
率
と
、
入
居
に
係
る
公

平
性
の
担
保
の
方
法
が
問
わ
れ
た
。
ま

た
、
施
設
入
居
企
業
の
う
ち
、
施
設
か

ら
市
外
に
転
出
し
た
企
業
に
つ
い
て
、

そ
の
原
因
が
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
企
業
に
対
す
る
罰
則
や
優
遇

措
置
分
を
返
還
さ
せ
る
制
度
の
有
無
が

問
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
入
居
企
業
が
自

立
し
て
市
内
に
立
地
し
、
操
業
す
る
た

め
の
支
援
策
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
一
例

（
家
庭
的
保
育
事
業
）

▽
市
立
療
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改

正
　

知
的
障
害
者
の
生
活
介
護
事
業
に
係

る
新
た
な
民
間
事
業
所
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
第
三
陽
光
園
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
民
間
事

業
所
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
が
問
わ

れ
る
と
と
も
に
、
廃
止
後
の
建
物
の
利

用
方
法
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
た

な
生
活
介
護
事
業
所
を
公
募
に
よ
ら
ず

社
会
福
祉
事
業
団
に
整
備
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
経
緯
と
考
え
方
が
問
わ
れ
る
と

と
も
に
、
移
管
に
際
し
て
の
補
助
の
在

り
方
が
尋
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
知
的

障
害
者
数
に
対
す
る
、
専
門
的
な
ケ
ア

を
行
う
施
設
の
充
足
状
況
が
尋
ね
ら
れ

た
。
ま
た
、
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

窓
口
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。

陽
光
園

株
式
会
社
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー 
Ｓ
�
Ｃ－

３

環
境
経
済
委
員
会

▽
不
動
産
の
減
額
貸
付
け
（
株
式
会
社

さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
）

　

市
有
地
の
減
額
貸
付
け
を
受
け
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
開
設
し
て

い
る
株
式
会
社
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
の
減
額
期
間

の
終
了
に
伴
い
、減
額
金
額
を
縮
小
し
、

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

▽
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
…
①

▽
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
…
②

▽
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指

定
の
申
請
者
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
…
③

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的

支
援
事
業
の
実
施
に
必
要
と
な
る
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
…
④

　
　

（
①
か
ら
④
ま
で
は
一
括
審
査
）

　

一
連
の
条
例
制
定
に
伴
う
関
連
事
業

者
へ
の
影
響
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、

配
置
基
準
に
基
づ
い
た
常
勤
職
員
の
配

置
の
実
態
と
人
材
確
保
の
取
り
組
み
が

問
わ
れ
た
。
ま
た
、
市
内
の
訪
問
介
護

事
業
所
に
在
籍
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
数
及
び
資
格
取
得
の
た
め
の
養

成
機
関
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
検
討
状
況
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

陳
情
の
審
議
結
果 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
福
祉
労
働
者
の
処
遇
改
善
・
人
材
確

保
に
つ
い
て

▽
年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最
低
保
障

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽
川
内
原
発
１
・
２
号
機
の
再
稼
働
に

当
た
っ
て　

㎞
圏
内
全
自
治
体
の
同
意

３０

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
相
模
原
市
理
容
師
法
施
行
条
例
及
び

相
模
原
市
美
容
師
法
施
行
条
例
の
一
部

改
正
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
優
遇
税

制
の
継
続
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
国
会
に
憲
法
改
正
の
早
期
実
現
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

委
員
会
の
審
査

不不

採採

択択

継継
続続
審審
査査
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問 問 問 

質 質 質 

般 般 般 
一 一 一 

　

市
政
全
般
に
対
し
て
行
わ
れ
た
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
掲

載
し
ま
す
。
ま
た
、
見
出
し
は
、
議
員
の
通
告
を
基
に
表
記
し
て

い
ま
す
。

自

治

会

集

会

所 

運
営
費
へ
の
補
助
は

　
　
　

溝
渕　

誠
之

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　

市
内
の
自
治
会
集
会
所
の
数

と
、
集
会
所
の
建
設
後
の
運
営
費
に
対

す
る
補
助
に
つ
い
て
、市
の
考
え
方
は
。

院
が
災
害
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る

意
向
を
示
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

市
長　

災
害
拠
点
病
院
に
つ
い
て
は
、

病
棟
を
耐
震
化
す
る
ほ
か
、
救
命
医
療

を
行
う
た
め
の
高
度
な
診
療
機
能
や
医

療
救
護
班
の
派
遣
機
能
を
有
す
る
な
ど

基
準
を
満
た
し
た
施
設
が
、
都
道
府
県

か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
。
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
相
模
原
病
院
が
災
害

拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
、

災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
の
更
な
る
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

は
、
国
や
県
へ
働
き
か
け
る
な
ど
、
そ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

地
域
活
性
化
対
策
／
小
・
中
学
校
の
学

校
事
務
職
員
の
増
員
／
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
／
生
涯
現
役
社
会
の
構
築

　

市
長　

平
成　

年
４
月
現
在
５
９
５

２６

自
治
会
中
、
４
８
９
自
治
会
に
お
い
て

自
治
会
集
会
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
運
営
に
は
、
自
治
会
等
活
動
推
進

奨
励
金
な
ど
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
自
治

会
集
会
所
の
建
設
等
に
対
し
、
継
続
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

▽
災
害
拠
点
病
院
指
定
へ
の
支
援

　

議
員　

国
立
病
院
機
構
相
模
原
病観光資源の一つ　宮ヶ瀬湖

助
産
師
へ
の
母
乳
相
談 

費
用
助
成
の
考
え
は

　
　
　

市
川　
　

圭
（
無
所
属
）

　

議
員　

助
産
師
へ
の
相
談
や
母
乳
の

出
を
よ
く
す
る
た
め
の
母
乳
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
に
対
し
、
助
成
を
す

る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　

市
長　

出
産
後
の
母
親
は
、
育
児
に

つ
い
て
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
支
援
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
母
乳

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
対
す
る
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
が
、
保
健
師
等
が
行
う
支
援

の
中
で
母
乳
栄
養
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
母
乳
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
希

望
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
助
産
所
等
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

▽
自
宅
で
の
子
育
て
環
境
の
充
実

　

議
員　

自
宅
で
子
育
て
し
た
い
が
共

働
き
せ
ざ
る
を
得
な
い
家
庭
を
経
済
的

に
支
援
し
、
家
庭
で
の
子
育
て
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
待
機
児
童
対
策
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

在
宅
に
お
け
る
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
と
し
て
、子
育
て
広
場
事
業
、

子
育
て
短
期
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
子
育
て
家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
／
ユ
ニ
コ
ム
プ

ラ
ザ
さ
が
み
は
ら
／
官
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

峰山霊園

合
葬
式
墓
所
申
し
込
み

随

時

受

付

を

　
　
　

大
崎　

秀
治

（
公
明
党
）

　

議
員　

現
在
、
２
年
に
１
回
公
募
を

実
施
し
て
い
る
合
葬
式
墓
所
に
つ
い
て
、

今
後
、
申
し
込
み
を
随
時
受
付
で
対
応

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

合
葬
式
墓
所
の
申
込
方
法
は
、

幅
広
い
世
代
の
市
民
に
、
将
来
に
わ
た

り
計
画
的
に
墓
所
を
供
給
す
る
観
点
か

ら
、
一
般
墓
所
と
同
様
、
定
期
的
に
公

募
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
本
年

度
策
定
予
定
の
市
営
墓
地
の
基
本
計
画

に
基
づ
い
て
墓
所
の
整
備
を
行
い
、
合

葬
式
墓
所
の
申
し
込
み
も
、
定
期
的
に

公
募
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

▽
Ｉ
Ｃ
周
辺
危
険
箇
所
の
安
全
総
点
検

　

議
員　

相
模
原
愛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
I
C
）
周
辺
道
路
に
お
け
る
危

険
箇
所
の
安
全
総
点
検
実
施
の
見
解
は
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
人
な
ど
の
参
加
に
よ
る
通
学
路
の
安

全
点
検
の
結
果
や
、
自
治
会
の
人
た
ち

か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策

を
実
施
し
て
き
た
。
引
き
続
き
、
地
域

の
人
た
ち
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
住

民
参
加
に
よ
る
道
路
の
安
全
点
検
や
、

点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
安
全

対
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

成
年
後
見
制
度
の
充
実
（
高
齢
者
等
の

犯
罪
被
害
防
止
）
／
防
犯
対
策
／
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

観
光
振
興
の
た
め
の 

取
り
組
み
体
制
は

　
　
　

宮
下　

奉
機

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　

本
市
の
観
光
振
興
の
た
め
の
、

今
後
の
取
り
組
み
体
制
は
。

　

市
長　

近
年
、
本
市
の
観
光
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
圏
央
道
の
整
備
や
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
駅
設
置
な
ど
、
大
き

く
変
貌
し
て
い
る
。
国
等
の
施
策
展
開

や
動
向
等
に
つ
い
て
、
庁
内
関
係
課
等

で
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
等
の
連
携

強
化
を
図
る
な
ど
、
環
境
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
組
織
体
制
を
も
っ
て
本

市
の
観
光
振
興
を
図
り
た
い
。

▽
観
光
資
源
間
の
回
遊
性
の
向
上

　

議
員　

津
久
井
地
域
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
観
光
資
源
の
回
遊
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

本
市
は
、
全
域
に
わ
た
り
地

域
ご
と
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
観

光
資
源
が
点
在
し
て
お
り
、
平
成　

年
２６

は
地
域
の
伝
統
芸
能
や
祭
り
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
事
業
等
を
実
施
し
た
。

今
後
も
、
津
久
井
地
域
の
湖
か
ら
近
隣

の
散
策
と
、
食
や
温
泉
施
設
な
ど
の
癒

し
の
場
を
巡
る
よ
う
な
観
光
ツ
ア
ー
や

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、
ま
た
、
公
共
交

通
機
関
の
路
線
図
と
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト

を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
明
示
す
る
な
ど
、

観
光
資
源
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
施

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

環
境
に
優
し
い
水
素
社
会
へ
の
対
応

（
市
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進
ビ
ジ

ョ
ン
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

欠
員
補
充
と
支
援
策
は

　
　

久
保
田　

浩
孝

（
公
明
党
）

　

議
員　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠

員
補
充
の
対
策
は
。
ま
た
、
活
動
を
支

援
す
る
（
仮
称
）
民
生
委
員
協
力
員
制

度
導
入
に
向
け
た
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

　

市
長　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
証
明
事
務
や

活
動
記
録
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
国
へ

要
望
す
る
と
と
も
に
、
地
区
民
生
委
員

推
薦
協
力
会
と
連
携
を
図
り
、
よ
り
多

く
の
候
補
者
が
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

（
仮
称
）
民
生
委
員
協
力
員
制
度
は
、

平
成　

年
度
中
の
導
入
を
目
途
に
、
協

２７

力
員
の
選
任
方
法
や
活
動
内
容
に
関
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

▽
福
祉
避
難
所
の
協
定
締
結
の
取
組

　

議
員　

市
内
３
か
所
に
あ
る
県
立
特

別
支
援
学
校
及
び
養
護
学
校
と
の
福
祉

避
難
所
の
協
定
締
結
に
つ
い
て
、
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

特
別
支
援
学
校
等
と
意
見
交

換
を
行
っ
て
き
た
が
、
開
設
し
た
際
の

運
営
の
担
い
手
や
資
機
材
の
備
蓄
、
児

童
・
生
徒
の
在
校
時
に
お
け
る
対
応
な

ど
に
課
題
が
あ
り
、
締
結
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
引
き
続
き
、
協
定
を
締
結
し

た
他
都
市
の
事
例
も
参
考
に
し
、
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

公
共
交
通
対
策
（
新
し
い
交
通
シ
ス
テ

ム
）補

給

廠

返

還

地 

建
設
施
設
の
考
え
方
は

　
　
　

長
友　

義
樹（颯

爽
）

　

議
員　

相
模
総
合
補
給
廠
返
還
地

に
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
を
建
設

す
る
効
果
は
。
ま
た
、
美
術
館
を
建
設

す
る
こ
と
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　

市
長　

国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能

の
導
入
で
、昼
間
人
口
の
拡
大
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
な
ど
へ
の
波
及
効
果
を

促
す
こ
と
で
、
都
市
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。美
術
館
建
設
は
、

ア
ー
ト
ラ
ボ
は
し
も
と
の
事
業
や
機
能

の
更
な
る
拡
充
を
図
り
、
美
術
館
と
し

て
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
相
模
原

駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進

捗
に
合
わ
せ
、
相
模
総
合
補
給
廠
返
還

地
へ
の
整
備
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
経
済
効
果

　

議
員　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
駅
周
辺

の
整
備
費
用
へ
の
投
資
は
莫
大
だ
と
思

う
が
、
経
済
効
果
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

市
長　

橋
本
駅
周
辺
地
区
は
、
更
な

る
広
域
交
通
網
の
充
実
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
や
、
駅
周
辺
の
産
業
集
積
な
ど
の

特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
交
流
や
連

携
、
経
済
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
、
首
都
圏

南
西
部
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
都
市
力
の
強
化
を
図

り
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

ｂ
ｏ
ｎ
ｏ
相
模
大
野
（
駐
車
場
サ
ー
ビ

ス
の
変
更
）

駅
前
広
場
の
整
備 

に
ぎ
わ
い
の
創
出
は

　
　
　

中
村　

知
成

（
民
主
・
新
無
所
属
）

　

議
員　

地
域
の
活
性
化
等
に
資
す
る

路
上
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
の
た
め
に
駅
前

広
場
を
使
用
す
る
際
の
道
路
占
用
許
可

等
の
要
件
と
、
相
武
台
前
駅
前
整
備
に

係
る
座
間
市
と
の
連
携
・
調
整
は
。

　

市
長　

道
路
占
用
許
可
は
、
市
が
共

催
や
後
援
す
る
事
業
等
で
、
一
般
交
通

に
著
し
い
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
場
所
で

の
開
催
な
ど
要
件
が
あ
る
。
同
時
に
警

察
の
道
路
使
用
許
可
も
必
要
な
の
で
、

事
前
に
綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
、
許
可

し
て
い
る
。
相
武
台
前
駅
は
、
座
間
市

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
駅

前
広
場
の
整
備
や
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
多
く
の
相
模
原
市
民

が
当
駅
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
会
議
な
ど
を
通
し
て
意
見
や
課

題
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
座
間
市

と
連
携
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▽
県
道
相
武
台
相
模
原
の
整
備
予
定

　

議
員　

県
道
５
０
７
号
相
武
台
相
模

原
の
相
模
台
５
丁
目
交
差
点
か
ら
県
道

　

号
町
田
厚
木
ま
で
の
区
間
の
整
備
予

５１定
は
。

　

市
長　

麻
溝
台
・
新
磯
野
地
域
に
関

わ
る
第
一
整
備
地
区
の
整
備
に
伴
う
増

加
交
通
量
は
、
約
５
０
０
０
台
と
見
込

ん
で
い
る
。
当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、

総
合
都
市
交
通
計
画
に
多
車
線
の
主
要

幹
線
道
路
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

交
通
需
要
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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議
員　

市
道
淵
野
辺
中
和
田
や
市
道

大
野
台
大
沼
は
、
歩
道
の
未
整
備
箇
所

が
多
く
、歩
行
者
に
危
険
な
状
態
だ
が
、

現
状
認
識
と
整
備
に
対
す
る
見
解
は
。

　

市
長　

こ
れ
ら
の
路
線
は
、
地
域
住

民
の
利
用
の
ほ
か
、
抜
け
道
と
し
て
利

用
さ
れ
、
通
過
交
通
が
多
い
と
認
識
し

て
い
る
。
市
道
淵
野
辺
中
和
田
は
、
現

在
、
交
差
点
の
改
良
工
事
に
合
わ
せ
歩

道
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
道
大

野
台
大
沼
は
、
道
路
の
一
部
拡
幅
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
よ
る
安
全
対
策

を
実
施
し
て
き
た
。
引
き
続
き
、
地
域

住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
実
情
に

即
し
た
安
全
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

▽
国
道　

号
沿
道
の
市
街
化
調
整
区
域

１６

　

議
員　

国
道　

号
沿
道
の
相
模
大
野

１６

や
鵜
野
森
、
若
松
地
域
に
は
市
街
化
調

整
区
域
が
あ
る
が
、
そ
の
位
置
付
け
の

理
由
と
今
後
の
整
備
の
考
え
方
は
。

　

市
長　

当
該
地
域
は
、
昭
和　

年
に

４５

県
が
人
口
動
向
や
土
地
利
用
状
況
等
を

勘
案
し
、
市
街
化
調
整
区
域
と
し
て
指

定
し
た
。
現
在
、
第
７
回
線
引
き
見
直

し
に
当
た
り
、
都
市
計
画
審
議
会
に
諮

問
し
、
市
域
に
お
け
る
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
の
考
え
方
も
検
討
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
今
後
、
具
体
的
な
候
補
地
及

び
整
備
手
法
な
ど
は
、
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

公
共
施
設
利
用
の
在
り
方
（
公
民
館
の

利
用
者
、
公
民
館
の
利
用
基
準
）

　

議
員　

指
定
・
登
録
以
外
の
潜
在
的

な
文
化
財
と
市
民
の
関
心
の
把
握
は
。

ま
た
、
文
化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

公
表
及
び
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

教
育
長　

市
史
を
は
じ
め
と
し
た
郷

土
史
関
係
資
料
な
ど
の
文
献
や
、
現
地

調
査
等
を
基
に
し
た
文
化
財
調
査
な
ど

に
よ
り
、
様
々
な
文
化
財
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。市
民
の
関
心
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
の
所
在
・
由
来
な
ど
の
問
合
せ

や
身
近
な
文
化
財
の
情
報
提
供
も
多
く
、

文
化
財
探
訪
や
講
演
会
へ
の
参
加
者
も

増
加
す
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

　

議
員　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育

士
の
子
ど
も
の
保
育
所
へ
の
優
先
入
所

が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
保
育
所
等
の
利
用
申
請
者
に

対
し
、
優
先
度
を
考
慮
し
て
加
点
す
る

方
法
で
利
用
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
平
成　

年
９
月
に
優
先
利

２６

用
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
の
一
つ
と

し
て
、
保
育
士
等
の
子
ど
も
の
利
用
へ

の
配
慮
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
。
本
市
で

　

議
員　

消
防
団
員
の
活
動
を
考
慮
し
、

活
動
服
の
素
材
を
燃
え
に
く
い
素
材
に

変
更
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

市
長　

消
防
団
員
が
消
火
活
動
を
行

う
際
は
、
活
動
服
の
上
に
防
火
衣
を
着

用
す
る
こ
と
か
ら
、
熱
や
炎
に
対
す
る

安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。今
後
も
、

消
防
団
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

現
在
の
防
火
衣
を
よ
り
耐
熱
性
の
高
い

も
の
に
更
新
す
る
こ
と
や
、
防
火
ズ
ボ

ン
や
防
火
手
袋
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
市
民
平
和
の
取
組

こ
と
が
必
要
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　

市
長　

戦
争
や
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝

え
、
平
和
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
、
被
爆
資
料
の
展
示
な
ど
は

大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、

毎
年
、市
民
平
和
の
つ
ど
い
を
開
催
し
、

平
和
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る

が
、
節
目
の
年
に
お
い
て
は
、広
島
市
、

長
崎
市
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
な
ど
と
連
携
し
て
、
原
爆
投
下
に
よ

る
悲
劇
の
継
承
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
事

業
を
、
市
民
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
と
と
も
に
企
画
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

地
域
医
療
／
障
害
者
雇
用
と
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
／
鳥
獣
被
害
と
農
業
対
策
／
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
・
車
両
基
地

　

議
員　

津
久
井
地
域
に
お
い
て
、
各

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
先
行
し
、

地
域
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
用
途
地
域

を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
は
。

　

市
長　

新
た
な
用
途
地
域
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
に
よ
る
位
置
付
け
が
あ
り
、
具
体

的
な
事
業
計
画
や
関
係
者
の
合
意
形
成

な
ど
事
業
の
見
通
し
が
確
実
で
あ
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
省
な
ど
関
係
機
関

と
の
協
議
が
整
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
熟
度
な
ど

に
応
じ
て
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
県
土
地
利
用
調
整
条
例
の
適
用
除
外

　

議
員　

県
が
土
地
利
用
調
整
条
例
の

規
制
か
ら
適
用
除
外
す
る
条
件
は
。
ま

た
、市
が
適
用
除
外
を
受
け
る
考
え
は
。

　

市
長　

県
の
土
地
利
用
調
整
条
例
に

お
い
て
、
市
が
開
発
行
為
等
に
関
し
て

制
定
す
る
独
自
条
例
の
内
容
が
県
条
例

の
趣
旨
に
則
し
た
も
の
で
あ
り
、か
つ
、

同
等
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
場
合

に
は
、
適
用
除
外
す
る
旨
の
規
定
が
あ

る
。
現
在
、
条
例
制
定
に
影
響
す
る
第

７
回
線
引
き
見
直
し
を
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
検
討
内
容
を
勘
案
し
つ

つ
、
市
条
例
制
定
の
在
り
方
や
効
果
等

に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

橋
本
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
伴

う
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
津
久
井
地
域

の
道
路
整
備

現
在
目
録
化
作
業
を
進
め
て
お
り
、
平

成　

年
４
月
に
公
開
し
た
い
と
考
え
て

２７
い
る
。
目
録
の
公
開
は
、
公
文
書
館
へ

の
来
館
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
全

て
の
目
録
化
に
は
一
定
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
作
業
を
進
め
て

い
く
。
市
所
蔵
絵
画
等
に
つ
い
て
は
、

美
術
品
等
収
集
専
門
員
会
議
の
評
価
等

に
基
づ
き
、
収
蔵
美
術
品
と
し
て
収
集

し
た
作
品
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
る
。
今
後
は
、
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

性
の
向
上
や
作
家
に
関
す
る
登
載
情
報

等
の
充
実
を
図
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

▽
（
仮
称
）
民
生
委
員
協
力
員
制
度

　

議
員　

制
度
創
設
に
当
た
り
、
本
市

の
課
題
と
期
待
で
き
る
効
果
は
。

　

市
長　

高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
な
ど

の
増
加
、
課
題
の
複
雑
化
・
多
様
化
等

に
よ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負

担
が
増
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
力
員
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
な
り
手
不

足
の
解
消
に
資
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ゆ
る
路
上
喫
煙
防
止
条
例
及
び
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
に
基
づ
く
重
点
区
域
に
指

定
し
て
お
り
、
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
た
ば
こ
の
吸

い
殻
は
、
道
路
の
側
溝
の
周
り
や
植
栽

帯
等
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

指
導
員
が
巡
回
す
る
際
に
、
一
回
当
た

り
約
４
０
０
本
を
回
収
し
て
い
る
。

▽
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減

　

議
員　

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
現
状

と
、
縮
減
に
向
け
た
方
策
は
。

　

市
長　

職
員
の
健
康
保
持
及
び
効
率

的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
時

間
外
勤
務
時
間
縮
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
そ
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
月

平
均
の
時
間
数
は
、
平
成　

年
度
の

２４

　

・
１
時
間
か
ら　

年
度
は　

・
５
時

１５

２５

１４

間
に
減
少
し
た
。
引
き
続
き
、
管
理
職

に
対
す
る
意
識
啓
発
、
時
間
外
勤
務
の

事
前
命
令
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
非
常
勤
職
員
の
活
用

や
業
務
の
民
間
委
託
化
、
庶
務
事
務
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
り
、縮
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

土
木
関
連
事
業
等
の
対
応
／
指
定
管
理

者
施
設
／
企
業
か
ら
の
寄
附
金
を
社
会

貢
献
と
す
る
こ
と

　

議
員　

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

戦
争
や
原
爆
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
、
そ
の
事
実
を
継
続
し
て
伝
え
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
現
在
、
国
・
県
・

市
の
指
定
・
登
録
文
化
財
は
、
解
説
や

写
真
を
デ
ー
タ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
な
ど
活
用
に
努
め
て
い
る
。

▽
歩
行
者
優
先
の
歩
道
整
備

　

議
員　

高
齢
者
、
障
害
者
も
含
め
、

歩
行
者
の
立
場
か
ら
見
た
市
内
の
歩
道

の
現
状
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

市
長　

従
前
の
歩
道
整
備
の
考
え
方

は
、
車
道
と
の
段
差
を
設
け
た
マ
ウ
ン

ト
ア
ッ
プ
を
標
準
と
し
、
歩
行
者
の
状

況
等
を
勘
案
し
幅
員
を
定
め
て
き
た
。

狭
い
歩
道
に
つ
い
て
は
、
切
り
下
げ
箇

所
の
増
加
に
よ
り
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

相
模
総
合
補
給
廠
の
課
題
（
基
地
強
化

の
工
事
の
実
態
）
／
キ
ャ
ン
プ
座
間
内

の
市
道
改
良
工
事
に
関
す
る
負
担
金

　

議
員　

橋
本
駅
周
辺
で
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
吸
い
殻
の
本
数
と
現
状
は
。

　

市
長　

橋
本
駅
周
辺
地
区
は
、
い
わ

　

議
員　

歴
史
的
公
文
書
の
目
録
や
市

所
蔵
絵
画
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

に
よ
り
、公
文
書
館
来
館
者
の
増
加
や
、

絵
画
等
の
作
品
が
市
民
に
広
く
知
ら
れ

る
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

市
長　

歴
史
的
公
文
書
に
つ
い
て
は
、公文書館の歴史的公文書

認定保育室での保育

も
、
保
育
士
等
の
確
保
と
待
機
児
童
解

消
に
つ
な
が
る
有
効
な
方
法
と
考
え
て

お
り
、
今
後
、
利
用
調
整
の
公
平
性
に

も
配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
認
定
保
育
室
の
保
育
料
の
負
担
軽
減

　

議
員　

待
機
児
童
解
消
を
進
め
る
上

で
、
認
定
保
育
室
の
保
育
料
の
負
担
軽

減
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
も
、
認
可
保
育
所

と
認
定
保
育
室
と
の
保
育
料
の
格
差
解

消
を
図
る
た
め
、
認
定
保
育
室
を
利
用

す
る
保
護
者
に
対
し
、
負
担
軽
減
の
た

め
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

平
成　

年　

月
か
ら
、
認
定
保
育
室
に

２６

１０

お
け
る
第
２
子
以
降
の
負
担
軽
減
助
成

を
増
額
す
る
な
ど
、
認
定
保
育
室
の
利

用
促
進
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
（
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
）
／

女
性
の
活
躍
推
進

消
防
団
の
活
動
服（
左
）と
防
火
衣（
右
）

文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化 

市
民
の
活
用
促
進
を

　
　

金
子　

豊
貴
男　

（
市
民
連
合
）

市
道
淵
野
辺
中
和
田
等

歩
行
者
の
安
全
対
策
は

　
　
　

古
内　
　

明

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

消
防
団
員
の
活
動
服 

難
燃
性
素
材
へ
変
更
は

　
　
　

栄　
　

裕
明

（
公
明
党
）

保
育
士
の
子
ど
も 

保
育
所
の
優
先
入
所
を

　
　
　

寺
田　

弘
子

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て 

橋
本
駅
周
辺
の
現
状
は

　
　

関
根　

雅
吾
郎

（
民
主
・
新
無
所
属
）

市
所
有
知
的
財
産
な
ど 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を

　
　
　

臼
井　

貴
彦

（
無
所
属
）

津

久

井

地

域 

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は

　
　

小
野
沢　

耕
一

（
新
政
ク
ラ
ブ
）
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富士見小学校前の歩道

地
籍
調
査
の
必
要
性

認
識
と
取
組
状
況
は

　
　
　

小
林　

正
明

（
市
民
連
合
）

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽
奨
励
金
認
定
後
の
立
地
計
画
の
中
断

　

議
員　

産
業
集
積
促
進
条
例
（
Ｓ
Ｔ

地

籍

調

査

事

業 

今

後

の

展

開

は

　
　
　

佐
藤　

賢
司

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

民
館
等
を
活
動
場
所
と
し
て
実
施
す
る

地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
へ
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
健
康
増
進
事
業
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▽
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
へ
の
対
応

　

議
員　

小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学

生
を
対
象
に
し
た
ネ
ッ
ト
利
用
実
態
調

査
の
結
果
と
今
後
の
対
応
は
。

　

市
長　

平
成　

年
７
月
に
四
県
市
合

２６

同
で
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

本
市
で
は　

％
の
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー

９６

ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
端
末
を
所
持
し

て
お
り
、
う
ち
約　

％
の
家
庭
で
は
利

４０

用
頻
度
が
多
い
状
況
だ
っ
た
。
こ
う
し

た
家
庭
の
子
ど
も
は
睡
眠
時
間
が
短
く

な
り
、
朝
食
の
時
間
を
確
保
で
き
な
い

な
ど
の
傾
向
が
現
れ
て
い
た
。今
後
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
適
正
利
用
に
向
け
た
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
市
立

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
等
と
の

一
層
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
と
保
護

者
で
共
に
考
え
る
場
を
設
定
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
情
報
モ

ラ
ル
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

議
員　

本
市
の 
地
籍
調
査 
事
業
に
つ

※

欄

外

参

照

い
て
、
関
係
課
長
で
構
成
す
る
地
籍
調

査
事
業
研
究
会
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え

た
今
後
の
展
開
は
。

　

市
長　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、

次
期
総
合
計
画
や
国
が
定
め
る
国
土
調

査
事
業
十
箇
年
計
画
へ
の
位
置
付
け
を

図
る
と
と
も
に
、
実
施
に
際
し
て
は
、

国
が
費
用
を
全
額
負
担
す
る
都
市
部
官

民
境
界
基
本
調
査
の
活
用
に
よ
り
、
基

礎
的
な
情
報
の
整
理
等
を
行
う
ほ
か
、

津
久
井
地
域
の
調
査
未
了
地
域
の
解
消

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援

　

議
員　

海
外
成
長
市
場
獲
得
支
援

事
業
に
よ
る
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開

支
援
の
進
捗
状
況
は
。

　

市
長　

海
外
成
長
市
場
獲
得
支
援

事
業
は
、
平
成　

年
度
の
新
規
事
業
と

２６

し
て
予
算
計
上
し
、
実
施
し
て
い
る
。

市
産
業
振
興
財
団
に
事
業
を
委
託
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
販
路
開
拓
支
援
を

目
的
と
し
て
、　

月
に
首
都
ジ
ャ
カ
ル

１２

タ
で
開
催
さ
れ
た
工
作
機
械
分
野
の
国

際
総
合
見
本
市
に
相
模
原
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
６
社
が
出
展
し
た
。
ま
た
、
展

示
会
と
同
時
に
、
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
等
の
外
部
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
現
地
企
業
や
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

今
後
の
市
営
墓
地
の
あ
り
方
（
最
近
の

墓
地
動
向
、
市
営
墓
地
の
基
本
計
画
）

国
の
外
交
に
寄
与
す
る 

友
好
都
市
交
流
推
進
を

　
　
　

小
林　

倫
明

（
相
友
会
）

太
陽
光
発
電
設
備

公
共
施
設
へ
の
設
置
を

　
　
　

藤
井　

克
彦

（
日
本
共
産
党
）

　

議
員　

富
士
見
小
学
校
は
校
庭
が
狭

い
た
め
、
学
校
の
南
側
に
接
す
る
広
い

歩
道
の
一
部
を
組
み
入
れ
、
学
校
敷
地

を
拡
張
す
る
よ
う
地
域
か
ら
要
望
が
出

た
が
、
関
係
機
関
と
の
協
議
状
況
は
。

　

教
育
長　

教
育
活
動
を
進
め
る
上
で
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
運
動
の
場
を

確
保
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
校
庭
や
道
路
の
状
況
を
見

る
と
、
南
側
の
広
い
歩
道
の
一
部
を
学

校
敷
地
と
し
て
拡
張
す
る
こ
と
は
望
ま

　

議
員　

友
好
都
市
と
の
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
戦
略
的
外
交

の
一
部
を
担
い
、
国
益
に
も
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

平
成　

年
に
は
カ
ナ
ダ
・
ト

２８

ロ
ン
ト
市
と
の
友
好
都
市
締
結　

周
年

２５

を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
本
市
の
訪
加
団

は
、
在
ト
ロ
ン
ト
日
本
国
総
領
事
館
や

ト
ロ
ン
ト
在
住
の
日
系
人
た
ち
と
情
報

交
換
や
交
流
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、

平
成　

年
に
は
現
地
在
住
の
日
本
人
を

２６

友
好
都
市
親
善
交
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
委
嘱
し
た
。
こ
う
し
た
自
治
体
レ

ベ
ル
の
継
続
的
な
友
好
交
流
は
、
相
互

の
信
頼
関
係
の
構
築
、
醸
成
と
、
ひ
い

て
は
お
互
い
の
国
へ
の
理
解
を
深
め
る

一
助
に
も
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

　

議
員　

温
浴
施
設
へ
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
管
理
運
営
等

に
総
務
省
所
管
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
は
。

　

市
長　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
を
図
る
上
で
、
継
続
的
な
集
材

の
し
く
み
の
運
用
に
必
要
と
な
る
労
働

力
や
担
い
手
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
は
、
活
動
費
等
の
財
政
支
援
が
受

け
ら
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

は
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

補
給
廠
返
還
地
／
い
じ
め
問
題
／
大
雪

対
策
／
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
／
市
営
住

宅
の
契
約
解
除
／
市
営
自
動
車
駐
車
場

　

市
長　

広
報
さ
が
み
は
ら
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ナ
イ
ス
ガ
イ
ド
さ
が
み
は

ら
、
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
の
福
祉
の

し
お
り
な
ど
に
掲
載
し
、
周
知
を
図
っ

て
き
た
。
障
害
者
手
帳
交
付
の
際
に
も

加
入
で
き
る
人
に
は
説
明
を
し
て
き
た
。

今
後
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
一
定

６５

７４

　

議
員　

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
の

意
義
と
市
政
運
営
に
お
け
る
対
応
は
。

　

市
長　

条
例
制
定
の
意
義
は
、
子
ど

富
士
見
小
学
校
の
敷
地

拡

張

の

実

現

を

　
　
　

沼
倉　

孝
太

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　
 
地
籍
調
査 
の
必
要
性
に
対
す

※

欄

外

参

照

る
認
識
と
、現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
長　

東
日
本
大
震
災
後
の
復
旧
、

復
興
に
お
い
て
は
、
地
籍
調
査
の
成
果

が
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
市
民
の
大

切
な
財
産
を
守
る
事
業
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。一
方
で
、そ
の
実
施
に
は
、

境
界
立
ち
合
い
な
ど
の
事
務
負
担
や
長

期
に
わ
た
る
事
業
期
間
、
相
当
な
財
政

的
負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
本
市
の
負

担
を
抑
え
る
た
め
、
国
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
た
実
施
手
法
な
ど
の
検
討
を

行
い
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て

子
ど
も
の
権
利
条
例 

制
定
の
意
義
と
影
響
は

　
　
　

野
元　

好
美

（
颯
爽
）

　

議
員　

市
の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
積
極
的
に
設
置
す
る
べ
き
だ

が
、
考
え
と
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
に
積

極
的
な
導
入
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、

小
・
中
学
校
等　

施
設
、
合
計
２
６
９

３８

㌔
㍗
の
設
備
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後

も
施
設
の
新
設
や
改
修
等
の
機
会
を
捉

え
、
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
環
境

基
本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
環
境
へ
の
配
慮
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

　

議
員　

一
定
の
障
害
が
あ
る　

歳
か

６５

ら　

歳
ま
で
の
人
が
後
期
高
齢
者
医
療

７４
制
度
に
移
行
で
き
る
制
度
の
周
知
は
。

健
康
づ
く
り
の
推
進 

課
題
と
今
後
の
取
組
は

　
　
　

大
沢　

洋
子

（
民
主
・
新
無
所
属
）

も
の
権
利
の
理
念
と
保
障
、
子
ど
も
の

権
利
の
侵
害
に
関
す
る
相
談
及
び
救
済
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
推
進
等
を
条

例
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
市

民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
子
ど
も

が
本
来
持
っ
て
い
る
権
利
を
保
障
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
条
例
の
制
定

に
よ
り
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
健
や

か
な
成
長
を
支
援
す
る
な
ど
、
子
ど
も

へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　

議
員　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　

市
長　

本
年
度
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

の
庁
内
検
討
組
織
を
設
置
し
、
公
共
施

設
の
保
全
・
利
活
用
基
本
指
針
に
基
づ

き
、
施
設
の
多
機
能
化
・
複
合
化
や
長

寿
命
化
を
図
る
施
設
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
国
か
ら
策
定
要
請
の
あ

っ
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
へ
の

対
応
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
各
地

域
の
施
設
配
置
の
方
向
性
等
を
定
め
る

（
仮
称
）
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

大
雪
へ
の
対
応
（
残
さ
れ
た
課
題
）

Ｅ
Ｐ　

）
に
基
づ
き
、
平
成　

年
に
認

５０

２２

定
し
た
外
資
系
企
業
は
、
市
の
積
極
的

誘
致
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
場
の
立
地

計
画
を
中
断
し
た
と
聞
く
が
、経
緯
は
。

　

市
長　

当
該
企
業
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
に
認
定
を
行
っ
た
後
、
平
成

２２

　

年
２
月
に
操
業
開
始
日
の
延
期
に
つ

２５い
て
変
更
申
請
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

平
成　

年
３
月　

日
に
事
業
計
画
の
取

２６

２６

り
下
げ
書
が
市
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の

文
書
に
よ
る
取
り
下
げ
理
由
は
、
社
内

事
情
に
よ
り
当
地
で
の
工
場
立
地
を
断

念
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

自
治
会
（
自
治
会
連
合
会
補
助
金
及
び

自
治
会
活
動
推
進
奨
励
金
の
内
容
・
根

拠
・
基
準
）

※地籍調査…主に市町村が主体となって、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積を測量する調査

地
籍
調
査
（
国
土
交
通
省
地
籍
調
査

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
内
容
を
改
め
て

周
知
す
る
と
と
も
に
、
加
入
を
希
望
す

る
人
に
は
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

若
者
や
働
く
人
の
使
い
捨
て
・
使
い
つ

ぶ
し
を
許
さ
な
い
た
め
に

し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
現
在
、
道

路
管
理
者
と
道
路
敷
地
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

議
員　

市
民
の
健
康
に
つ
い
て
の
課

題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

市
長　

市
民
、
家
庭
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り

の
推
進
が
課
題
で
あ
る
。
健
康
づ
く
り

普
及
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
等
が
公

▽
小
・
中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況

　

議
員　

小
・
中
学
校
は
、
地
域
に
身

近
な
施
設
で
あ
り
、
土
・
日
に
も
施
設

解
放
に
よ
り
利
用
者
が
多
い
が
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
と
利
用
の
状
況
は
。

　

教
育
長　

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安

心
な
学
校
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
全

小
・
中
学
校
に
各
１
台
ず
つ
配
備
し
、

緊
急
時
に
確
実
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

原
則
、
職
員
室
で
保
管
し
て
い
る
。
休

日
等
も
日
直
代
行
員
の
勤
務
時
間
内
に

は
使
用
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
使
用
実

績
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
８
月
に
全

２０

校
に
配
備
し
て
以
降
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

保
健
衛
生
（
市
職
員
の
健
康
管
理
）
／

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り（
浸
水
対
策
）
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議
員　

過
去
３
回
実
施
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
対
す
る
総
括

と
今
後
の
発
行
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

市
長　

過
去
３
回
の
商
品
券
の
発
行

は
、
経
済
危
機
や
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
景
気
の
落
ち
込
み
に
対
す
る
緊
急
経

済
対
策
等
と
被
災
地
復
興
支
援
を
目
的

と
し
て
実
施
し
た
。
い
ず
れ
も
消
費
行

動
の
喚
起
策
や
商
業
振
興
策
と
し
て
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
発
行
は
、
景
気
状
況
や
国
の
経

済
対
策
を
見
極
め
、
本
市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
中
で
、
商
業
関
係
者
等
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

▽
清
掃
関
係
車
両
の
安
全
対
策

　

議
員　

塵
介
車
の
運
行
状
況
と
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

の
設
置
状
況
な
ど
、交
通
事
故
対
策
は
。

　

市
長　

麻
溝
台
と
橋
本
台
の
両
環
境

事
業
所
の
塵
介
車
一
台
に
つ
き
、
１
日

当
た
り
６
回
の
収
集
で
平
均
約　

㌔
㍍

６５

走
行
し
て
い
る
。
稼
動
す
る
塵
介
車　
５４

台
の
う
ち
、
今
年
度
更
新
予
定
車
も
含

め
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は　

台
、

２３

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
は
全
車
へ
の
設
置
と

な
る
。
ま
た
、
各
環
境
事
業
所
の
交
通

事
故
防
止
対
策
会
議
で
、
事
故
の
概
要

や
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
図
る
と
と
も
に
、
実
技
研
修
を
行
う

な
ど
、
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

納
税
対
策
／
地
域
の
創
生
／
住
宅
行
政

（
共
益
費
）
／
教
育
行
政（
国
際
教
育
）

　

議
員　

職
業
大
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
県
立
相
原
高
校
や
相
模
原
協
同

病
院
の
移
転
に
関
す
る
課
題
の
整
理
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
な
ど
を
行

っ
て
い
る
と
聞
く
が
、現
在
の
状
況
は
。

　

市
長　

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校

の
跡
地
利
用
は
、
跡
地
を
所
管
す
る
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
を

含
め
、
関
係
者
間
で
地
積
測
量
や
売
却

条
件
の
整
理
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
職
業
大
跡
地
と
橋
本
駅
を
結
ぶ
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
、
こ
の
区

間
を
含
む
バ
ス
路
線
の
拡
充
等
を
視
野

に
入
れ
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

▽
相
模
原
Ｉ
Ｃ
開
通
に
向
け
た
取
組

　

議
員　

圏
央
道
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
状
況
は
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
開
通
の
祝

賀
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

相
模
原
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成　

年
２６

度
内
の
供
用
開
始
に
向
け
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
国
道　

号
か
ら
Ｉ
Ｃ

１６

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
し
て

い
る
都
市
計
画
道
路
相
原
宮
下
線
等
も

Ｉ
Ｃ
開
通
に
併
せ
、
供
用
開
始
の
予
定

で
あ
る
。
完
成
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
主
催

で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

関
係
機
関
等
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

地
方
分
権
改
革
／
県
緊
急
財
政
対
策
／

生
活
保
護
行
政
／
歯
科
保
健
医
療

　

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
議
会
情
報

を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

検
索
サ
イ
ト
か
ら
「
相
模
原
市
議
会
」

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
局
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
や
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
是
非
「
い
い

ね
！
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＱＲコード

ホームページ
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３月定例会議のお知らせ
　３月定例会議の予定は、次のとおりです。
　本会議・委員会は、午前９時３０分か
ら開会される予定です。

議会運営委員会１２日（木）２月
本会議（提案説明）
＜本会議終了後＞
各特別委員会

１８日（水）

本会議（代表質問・個
人質疑）

２６日（木）

本会議（代表質問・個
人質疑）
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２０日（金）
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み）で閲覧できます。１２月定例会議の本会議及び委員会の会議録は、２月中旬までに配架する予定です。なお、本会議の会議録は、市議会ホームページでも検
索・閲覧できます。また、インターネット放映により、本会議及び委員会（議案、請願、陳情を審査するものに限る。）のライブ中継と録画放映が視聴できます。

１２月定例会議議案審議結果一覧表 凡例：○…賛成、×…反対、□○ …会派内で賛成・退席が混在したもの
　　　（議案に対する討論が行われた場合、賛成討論は□賛 、反対討論は□反 を付記しています。）

議
決
結
果

無
所
属
議
員
D

無
所
属
議
員
C

無
所
属
議
員
Ｂ

無
所
属
議
員
Ａ

相

友

会

市

民

連

合

日
本
共
産
党

颯

爽

民
主
・
新
無
所
属

公

明

党

新
政
ク
ラ
ブ

議　　　　案
議
案
番
号

１
人

１
人

１
人

１
人

２
人

３
人

３
人

５
人

６
人

８
人

　

人
１７

市　長　提　出　議　案

可決○○○○○○○○○○○

不動産の減額貸付け（株式会社さがみはら産業創造
センター）121号

損害賠償額の決定（交通事故）122号
指定管理者の指定〔施設名：相模原市営斎場、指定
管理者：相模トライアム・五輪・宮本工業所企業体〕123号

指定管理者の指定〔施設名：橋本駅北口第１自転車
駐車場他５施設、指定管理者：緑区市営駐車場運営
共同企業体〕

124号

指定管理者の指定〔施設名：相模原駅北口自転車駐
車場他５施設、指定管理者：中央区市営駐車場運営
共同企業体〕

125号

指定管理者の指定〔施設名：相模大野駅北口自転車
駐車場他７施設、指定管理者：南区市営駐車場運営
共同企業体〕

126号

当せん金付証票の発売限度額127号

可決○○○○○○×○□○ ○○平成26年度一般会計補正予算（第２号）128号

可決○○○○○○○○○○○

平成26年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）129号
平成26年度下水道事業会計補正予算（第１号）130号
平成26年度一般会計補正予算（第３号）131号
平成26年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）132号
平成26年度自動車駐車場事業特別会計補正予算（第
１号）133号

平成26年度麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）134号

小児慢性特定疾病審査会条例135号
平成26年度一般会計補正予算（第４号）136号

議　員　提　出　議　案

可決○○○○○○□
反 
×○

□賛 
○

□賛 
○

□賛 
○

市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条
例の一部改正第 7 号

可決○×○×○○×○□○ ○○市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の
一部改正　 8 号
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市　長　提　出　議　案

可決○○○○○○○○○○○

行政手続条例の一部改正第１０２号

職員定数条例の一部改正１０３号

一般職の給与に関する条例及び一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部改正１０４号

市長等常勤の特別職の給与及び旅費に関する条例及
び市教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一
部改正

１０５号

非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正１０６号

土地利用審査会条例の一部改正１０７号

手数料条例の一部改正１０８号

公契約条例の一部改正１０９号

医療費助成条例の一部改正１１０号

市立療育センター条例の一部改正１１１号

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例１１２号

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例

１１３号

指定居宅サービス事業者等の指定の申請者に関する
基準を定める条例の一部改正１１４号

地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に必
要となる人員及び運営に関する基準を定める条例１１５号

附属機関の設置に関する条例の一部改正１１６号

可決○○○○○○□
反 
×○○○○産業集積促進条例の一部改正１１７号

可決○○○○○○○○○○○

環境影響評価条例の一部改正１１８号

火災予防条例の一部改正１１９号

工事請負契約（市道新戸相武台道路改良工事（第四
工区））１２０号

※平成２６年１２月１日付けで、みんなのクラブ（小林倫明議員、栗原大議員）から会派の
名称変更届が提出されました。本号では、新しい会派名「相友会」で表記しています。

臼井貴彦（無所属議員Ｂ）
大槻　研（無所属議員Ｄ）

市川　圭（無所属議員Ａ）
大田　浩（無所属議員Ｃ）

会派に属してい
ない議員（無所属）
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整備中の相原宮下線（元橋本町付近）

議会内会派の構成
新 政 ク ラ ブ

石 川 将 誠阿 部 善 博

小 野　 弘稲 垣　 稔

折 笠 峰 夫小野沢耕一

久保田義則岸 浪 孝 志

須 田　 毅佐 藤 賢 司

中 村 昌 治寺 田 弘 子

古 内　 明沼 倉 孝 太

宮 下 奉 機溝 渕 誠 之

山 岸 一 雄

日 本 共 産 党

藤 井 克 彦竹 腰 早 苗

松永千賀子

 （議員の氏名は５０音順）
公 明 党

久保田浩孝加 藤 明 徳大 崎 秀 治

関山由紀江菅 原 康 行栄　 裕 明

米 山 定 克西 家 克 己

民 主 ・ 新 無 所 属

桜井はるな小 田 貴 久大 沢 洋 子

中 村 知 成関根雅吾郎鈴 木 秀 成

颯 爽

長 友 義 樹小 池 義 和五十嵐千代

森   繁 之野 元 好 美

相 友 会市 民 連 合

栗 原　 大金子豊貴男江 成 直 士

小 林 倫 明小 林 正 明
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さ が み は ら 市 議 会 だ よ り 　第188号　平成27年（2015年）2月1日（8）

市議会だよりへのご意見・ご感想は、政策調査課まで（E-mail：seisakuchousa@city.sagamihara.kanagawa.jp）

　市議会には、条例で定める所管部局に関する議案等を審査する５つの常
任委員会があります。
　各常任委員会の委員が、所管する事項に関する所見を深めるため、先進
都市等を訪れて実施した行政視察の概要について、報告します。

常任委員会行政視察報告 環境経済委員会（定数９人）
○平成２６年１０月１４日、１５日　　○鹿児島市、熊本市
　鹿児島市では、平成２３年の九州新幹線全線開通に先立ち、鹿児島
市観光未来戦略を策定しました。回遊性の高いまちづくりとして、
中心駅周辺、桜島エリアの整備や、観光共通券等の作成を計画的に
実行し、国内だけでなく、外国人観光客も視野に入れた「宿泊する
観光」の整備をハード・ソフトの両面から取り組んでいます。また、
参加・体験型の観光であるグリーン・ツーリズムの取り組みは、都
市部の住民や観光客が農業体験や農家民泊などを通じて心身のリフ
レッシュを図るとともに、農村地域における住民の生きがいづくり
や人材活用など地域活性化を図る方策となっています。
　熊本市では、低炭素都市づくり戦略計画を掲げ、様々な事業に取
り組んでいます。温室効果ガス削減目標の達成は容易ではないもの
の、地下水を育む森を守るための水
源かん養林の整備や間伐材の有効活
用、バス路線網の再編、レンタサイ
クルや環境対応車のカーシェアリン
グなど、独自の施策に積極的に取り
組んでいます。これらの視察結果を、
今後の環境経済委員会の審査等に活
用していきます。

請願書の作成 
紹介議員の署名 

各定例会議の本会議で、所管の委員会に付託します。 

所管の委員会で内容を審査します。 

陳情書の作成 

請願の基本的な流れ 陳情の基本的な流れ 

市議会への提出 

請願（陳情）の提出者に審議結果を通知します。 

　採択した請願（陳情）のうち、市の行政に関するものについては、
市長あてに送付し、その実現を要望します。 
　また、必要に応じて、国や関係機関に意見書や要望決議の提出を
行います。 

　委員会での審査結果を本会議で報告し、本会議で最終的な結論 
（採択・不採択）を出します。 

（委員会の判断により、請願（陳情）の提出者に、委員会の場で説明を 
お願いする場合があります。） 

◆　請願は市議会議員の紹介が必要ですが、
陳情には不要です。（本市議会に提出後は、
請願、陳情とも同様に取り扱います。）
◆　書式例や提出方法等については、市議会
ホームページをご覧いただくか、議事課ま
でお問い合わせください。
◆　市議会に提出された請願（陳情）のうち、
公序良俗に反する行為を求めるものなど、
議会運営委員会での協議により、市議会で
審議されない場合があります。
◆　受付は常時行っていますが、各定例会議
が始まる前日午後５時までに提出されたも
のについて、その定例会議で審議されます。
◆　市外の方からの郵送による陳情は、写しを全議員に配付するのみとなりますので、 
議会での審議を希望される方は、直接議事課までご持参ください。

問い合わせ先：議会局 議事課　1０４２－７６９－８２７８

鹿鹿児児島島市市

○平成２６年８月４日、５日　　○岩手県奥州市、盛岡市
　市議会が円滑に運営されるために協議を行う議会運営委員会では、議会改革に
先進的に取り組んでいる２つの都市で視察を実施しました。
　奥州市議会では、平成２１年１１月に制定した議会基本条例の中で議員間討議に努
めることが規定されたことを受け、委員会では請願審査をする際に、委員による
自由討議を行っています。平成２５年９月には、市立病院・診療所改革プラン調査
特別委員会における請願審査の際、参考人招致として請願者から意見を聴きまし
た。また、平成２２年からは市民と議員の懇談会を実施しており、平成２５年には、
参加者の少なかった女性に対象を限定し、各地区の
女性団体から参加者を募りました。
　盛岡市議会では、議会改革の取り組みとして、平
成２５年から、３月定例会、９月定例会の後に議会報
告会を開催しています。各常任委員会の委員が含ま
れるように班を編成し、４つの会場で、直近の本会
議の審議内容や各常任委員会の活動状況を報告して
います。開催後は、その結果をホームページや市議
会だよりで公表するとともに、市民から聴いた要望を市に伝えています。これら
の視察結果を参考とし、引き続き議会改革に取り組んでいきます。

文教委員会（定数１０人）

※　総務委員会については、平成２６年１０月６日・７日に大阪府摂津
市、兵庫県西宮市での行政視察を予定していましたが、台風によ
る交通機関等への影響のため、中止しました。

○平成２６年１１月６日、７日　　○滋賀県草津市、京都府 八  幡 市
や わた

　草津市は、ＩＣＴ教育に取り組んでおり、電子黒板やタブレット
ＰＣを用いて授業を行うことにより、学習意欲の向上やプレゼンテ
ーション能力が養われるなど、高い効果が見られています。また、
全小中学校の特別支援学級でもタブレットＰＣを導入しており、学
習活動の向上、自立への支援につながっています。さらに、子ども
の漢字能力、文章理解・作成能力、英語力の向上等のため、漢字検
定・文章検定、英語検定などを全小中学校で実施しています。
　八幡市では、土曜教育について説明を受けました。平成２４年度か
ら京都府教育委員会が土曜日を活用した教育の在り方実践研究事業
を実施しており、八幡市の小学校１校が研究指定校として試行し、
平成２５年度から全小中学校で実施しています。年間３回、土曜日に
半日授業を行うもので、１回目及び３回目は市内統一公開参観日と
して授業を保護者や地域住民に公開しています。この取り組みによ
り、保護者・地域住民の学校教育へ
の理解につながっています。また、
社会人の話を聞く機会ができるなど、
多様な学びの機会が創出されていま
す。これらの視察結果を生かし、本
市の教育の充実につなげてまいりま
す。 八八幡幡市市

　国の特別職の職員に対する期末手当並びに本市の一般職の職員に対
する期末手当及び勤勉手当の支給割合の改定状況等を勘案し、市長等
の常勤特別職、教育長、市議会議員の期末手当の支給割合が改定され
ました。

単位：月＜期末手当の支給割合の改定＞

改正後現　行

合　計１２月期６月期合　計１２月期６月期

３．１１．７１．４
２．９５１．５５１．４

３．１１．６２５１．４７５

市長、市議会議員などの期末手当の支給割合を改定

　改定後の欄の上段は平成２６年度の支給割合、下段は平成２７年度以降
の支給割合。

民生委員会（定数９人）
○平成２６年１０月１４日、１５日　　○広島県尾道市
　視察の目的は、地域包括ケアに先進的に取り組んでいる事例を研究することでした。
高齢化の進展に伴い保健、医療、介護、福祉の在り方も変化しつつあります。従来は
これらが独立してサービスを提供していましたが、総合的及び一体的なサービス提供
と相互に連携できる体制が必要になってきました。今回視察を行った２つの病院は、
共にこの地域包括ケアに取り組んでいますが、日常生活圏域の違いや社会資源の違い
はあるものの、それぞれの地域で病院を中心とした地域包括ケアシステムを構築して
いることに着目しました。尾道市立市民病院は、尾道方式と呼ばれる退院前ケアカン
ファレンスに重点を置き、退院後のケアについて患者と家族に理解と納得をしていた
だいた上で、在宅あるいは老人福祉施設又は療養型病
院へとつないでいます。また、公立みつぎ総合病院は、
院内にある 御 調   保健福祉センターと近隣にある保健福

み つぎ

祉総合施設が連携して疾病の予防、治療、リハビリ、
介護までを包括的にケアする仕組みを構築し、寝たき
りゼロ作戦を展開するなど、地域で完結できるサービ
スを提供していました。この視察内容を参考とし、今
後の議案審査等に活用していきます。

建設委員会（定数１０人）
○平成２６年８月２８日　　○市内南区の雨水幹線整備の工事現場
　南区相模大野、若松、東大沼、西大沼地区の浸水被害の解消を目的に整備を進めて
いる雨水幹線整備の工事現場を視察しました。この工事で用いている泥土圧式シール
ド工法は、土を掘りやすくするために、 加  泥  材 と呼ばれる材料を掘った土に混ぜて泥

か でい ざい

状にし、シールド機が前に進む力と土や地下水の圧力
のバランスを保ちながら掘り進める工法です。組み立
て式のコンクリート製のセグメントによって作られた
下水道管の中を歩いて視察することで、泥土圧式シー
ルド工法による工事の様子を実際に確認し、理解する
ことができました。この視察結果を、本市の浸水被害
対策などについての審査の参考として役立てていきま
す。
※　平成２６年１０月６日・７日に予定していた兵庫県尼崎市、大阪府堺市での行政視察
は、台風による交通機関等への影響のため、中止しました。

議会運営委員会行政視察報告（定数１０人）

　市民が市政や国政などに関して議会に直接要望できる制度が、請願と陳情です。
市議会では、提出された請願（陳情）の内容を審議し、その結果、採択した請願（陳
情）については、内容に応じて、市長、国、関係機関等への要望などを行います。

請願（陳情）書の形式の一例 

本文【請願（陳情）の趣旨】 
〈請願（陳情）をする事項を簡潔に〉 

○年○月○日 
請願（陳情）者  住所 
　氏名　○○○○ 印 
（多数の場合は代表者） 

相模原市議会議長　 
○○○○殿 

あなたの声を市議会に　請願・陳情

奥奥州州市市

南南区区雨雨水水幹幹線線整整備備のの工工事事現現場場

尾尾道道市市総総合合医医療療セセンンタターー
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